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令和６年度 鶴見区社会福祉協議会 事業方針 

 

令和５年度は新型コロナウィルスによる様々な制限や制約が緩和され、それまでの地域活動とは違

った形で、各地域で工夫を凝らした取組が行われました。一方で、コロナ禍を契機に終了した地域活

動もあり、新たな展開を模索している状況も見られました。 

 

令和６年度は、５ヶ年計画である「第４期鶴見区地域福祉保健計画（鶴見・あいねっと）」の４年目

となります。これまでの取組の振返りと第５期計画の策定に向けた動きが始まります。 

４期計画で課題となったことや、思ったように成果が上がらなかったこと等を見直し、さらに新た

な取組が必要な課題等を地域住民で共有していく必要があります。複雑化・多様化する課題について

は、専門機関等で連携し、地域で取り組めることを検討して計画にも反映できるよう、区社協として

支援を行います。 

 

引き続き、地区社協をはじめとする地域の皆さまや関係機関等との協働により、地域福祉活動の充

実を図ります。また、包括的支援体制の構築に努め、様々な課題解決に向けた取組を進めます。 

食の支援事業は協力団体が増えており、さらなる広がりを目指すとともに、生活福祉資金貸付事業

を含めた生活困窮者支援を実施します。また、ボランティアセンター、移動情報センター、あんしん

センター等の事業とも連携し、課題解決につながる事業展開を実施します。 

災害ボランティアセンターについては、区災ボランティアネットワーク運営委員会にて設置訓練等

を継続実施し、区や市災害ボランティア支援センターとの協力体制を強化します。 

 

地域共生社会の実現につながる具体的な取組を推進し、これまで通り「誰もが安心して自分らしく

暮らせる福祉のまちづくり」を進めます。 

 

 

【令和６年度重点取組項目】 
 

（１）地域のつながり・支えあい活動の拡充へ向けた取組 

地区社協の重要な機能である課題の共有と解決への取組を進めるため、「話し合いの場を作

る」ことを積極的に働きかけます。 

 

（２）地域における見守り、相談、支援の充実 

区役所や地域ケアプラザをはじめとする関係機関と連携しながら潜在的ニーズの掘り起こ

しを進めるとともに、課題解決に向けた取組を区社協のネットワークを活かして支援します。 

 

（３）権利擁護の推進 

権利擁護事業（日常生活自立支援事業）のさらなる充実や区域の成年後見サポートネット等

を通じて、必要な時に必要な方へ確実に支援が届くよう権利擁護の取組を推進します。 

 

（４）事務の効率化・コンプライアンスの強化 

    職員一人ひとりが区社協職員としての自覚を持ち、困窮や差別、多様性理解等社会課題を適

切に受け止めて対応します。 

業務上のミスや事故が起こりづらい体制を作るため、事務の効率化を図り、気軽に相談し合

える風通しのよい職場づくりに努めるとともに、ワークライフバランスの実現を目指します。 

 
 

なお、次ページ以降の事業計画は、諸状況により内容を一部変更することがあります。 
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 Ⅰ 互いに支えあう地域社会づくり                      
 

１ 小地域活動の推進支援  

（１）地区社会福祉協議会の支援                    【会費・市社協補助金・分担金・共同募金配分金】 

地区社協分科会 
地区社協の目的である「一人ひとりの困りごとを解決できる地域

づくり」を目指し、会議や研修、意見交換を行います。 

地区社協活動助成 

地区社協の活動財源支援として、助成（世帯会費・賛助会費還元

金、共同募金還元金、地区社協活動費、事業上乗せ補助金等）を行

います。 

賛助会費募集 
地区社協や区社協の活動財源確保のため、活動を区民へ周知し、

賛助会費の募集活動を行います。（７月～） 

地区社協研修 
地区社協の活動目的等の確認、組織強化、地域の活動・団体をつ

なぐ人材の育成等を目的として、研修を開催します。 

地区社協担当制による 

相談・調整・支援 

各地区に担当職員を配置し、地区社協の事業や運営等に関する相

談・調整等の支援を行います。 

地区担当間で情報共有を行うとともに、地域ケアプラザや行政等

とも連携を図りながら、地区社協の運営・ 事業等に関する相談対

応や出張講座等に取り組みます。 

地区担当のスキルアップ研修を行い、改めて地区社協を構成する

団体が活動の目的を認識し、活動を進められるよう支援します。 

地区社協広報支援 
地区社協の活動を広く区民に周知・報告するため、区社協 ホーム

ページに各地区社協の活動や広報紙等を掲載します。 

 

（２）地域ケアプラザと連携した地域支援 

身近な福祉の相談窓口である地域ケアプラザとの連携し、一体的に地域支援を進めます。地域

活動・福祉教育・権利擁護事業や障害に関する啓発等について、相互に情報を共有し、協力して

地域展開を図ります。 

 

① 生活支援体制整備事業                         【市社協受託金】 

生活支援コーディネータ

ー連絡会の開催 

区域・日常生活圏域の情報や課題を共有し、地域の状況にあわせ

て生活支援・介護予防等に関する地域活動を推進するため、生活支

援コーディネーター、区役所、区社協による連絡会を開催し、一体

的な地域支援と連携を進めます。 

研修会の実施 
生活支援コーディネーターのスキルアップを目的とした研修を

実施します。 

多様な社会資源に対する

取組支援 

高齢者の生活ニーズ等に焦点をあてた地域づくりを進めるため

に、ＮＰＯ法人・企業・ボランティア団体等、多様な主体が必要な

活動・サービスを進められるよう支援します。 

高齢者のちょっとした困りごとを解決できるよう区内の作業所

等と連携し高齢者を支える新たな生活支援の方法を検討します。 

 

② 地域活動交流コーディネーターとの連携          【市社協補助金・共同募金配分金】 

地域活動・交流コーディ

ネーター連絡会の開催 

地域活動・交流コーディネーターが横のつながりを作り相談し合

いながら活動できる環境づくりを目指して、地域ケアプラザ・区役

所・区社協等による連絡会を開催します。また、スキル向上等を目

的として、研修や障害児余暇支援等の協働事業を実施します。 



3 

 

 

③ 地域包括支援センターとの連携                  【市社協補助金・会費】 

包括職種連絡会への 

参加 

地域包括支援センターの各職種（社会福祉士・看護師・主任ケア

マネジャー）連絡会に参加し、情報交換や課題の共有と検討を行い

ます。各職種が主催する事業に協力するとともに、区社協からの情

報提供を行います。 

地域ケア会議への参加 

各地域ケアプラザで開催される個別レベル・包括レベルの 地域

ケア会議に積極的に参加し、地域課題の把握に努めます。地域ケア

プラザや地域の皆さんと協力しながら、解決に向けた事業展開に

つなげていきます。 

 

 

２ ボランティア等 住民活動の推進・支援  

（１）鶴見区ボランティアセンターの運営                         【横浜市受託金・会費等】 

ボランティア・市民活動

団体分科会 

定期的に分科会を開催し、団体同士の連携を高め、各団体のニー

ズを把握して分科会の充実に努めます。 

鶴見・あいねっと推進フォーラムでボランティアコーナーを設置

し、活動の魅力を伝え、担い手の拡大を目指します。 

ボランティアに関する相

談・紹介業務 

ボランティアコーディネーターが、ボランティア活動に関する

相談に対応し、関係機関やボランティア団体との連携し、活動のマ

ッチング等の調整を行います。 

・ボランティアの募集依頼、活動希望等の相談受付 

・ボランティア保険の相談受付 

・福祉機材の貸出等 

ボランティアに関する情

報提供 

情報紙「つるボラ情報」や、ボランティア募集情報を定期的に発

行します。ホームページも活用して情報発信を行います。 

ボランティアの育成・ 

支援 

ボランティアの発掘と育成を図るための講座を実施します。ま

た、新規および既存の登録者のフォローアップの一環として、ボラ

ンティア活動促進イベントを開催します。 

食事サービス連絡会への

支援 
食事サービス連絡会の円滑な自主運営の支援をします。 

各種機関（区民活動セン

ター等）との連携 

地域ケアプラザや区民活動センター等関係機関との情報交換や

連携を図ります。区民活動センター、福祉保健課、地域振興課等と

連絡会を開催し、協力体制を拡充していきます。 

 

（２）福祉教育の推進                                                【市社協補助金・会費】 

福祉教育相談・調整 
学校や企業での福祉教育の実施について相談受付、講師の調整・

紹介・派遣および、教材・機材の貸出等を行います。 

福祉啓発・体験講座の 

実施 

主に区内の小・中学生等を対象として、福祉活動へのきっかけと

なるよう体験講座を実施します。 
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（３）災害ボランティアの育成・支援                            【市社協補助金・災ボラ会費】 

災害ボランティアネット

ワークの運営支援 

発災時に区役所等関係機関、ボランティアグループ、地域（防災

拠点等）が連携して活動できる体制をつくるため「鶴見区災害ボラ

ンティアネットワーク」の支援を行います。 

また、災害時に備えた区社協の体制整備を行うとともに、災害を

想定した関係機関の連携について検討します。 

災害ボランティアシミュ

レーション・訓練等 

発災時の災害ボランティアセンターの運営に備えて、シミュレ

ーション等の訓練や研修を行います。 

 

（４）寄付及び助成金配分等            【善意銀行寄付金・市社協補助金・共同募金配分金等】 

① 善意銀行の運営・共同募金配分金の活用 

善意銀行の運営 

善意で寄せられる金品をお預かりし、区内で実施される地域福祉

事業等へ配分します。併せて、地域のイベント等にて積極的に周

知・ＰＲを行い、寄付文化の醸成に努めます。 

 

② 助成金配分 

鶴見区ふれあい助成金     

つるみ善意銀行助成金 

鶴見区内で進められている地域の支えあい活動や障害当事者活

動、新たな課題に対応する住民主体の活動等を促進するため、助成

金制度を運営します。（原資：市社協補助金・共同募金配分金・善

意銀行寄付金） 

 
共同募金・年末たすけあ

い募金配分事業 

区社協だよりの発行や HPの整備等、広報へ力を入れるとともに、

地域で活動している団体への配分を行います。 

障害者子ども福祉基金配

分事業 

遺贈寄付を原資とする「障害者子ども福祉基金」を運用し、必要

に応じて障害当事者や子どもの福祉に資する活動に対して配分を

行います。 

 

 

３ 福祉保健活動拠点の運営                 【横浜市受託金・負担金・会費等】 

各部屋の貸出 

福祉保健に関わる団体が適切に会場を利用できるよう施設を運

営します。また、各部屋や備品の貸出の調整や登録団体の交流等を

はかるため、利用団体調整会議を開催します。 

施設・備品の整備・貸出 

登録団体の活動の支援のため、メールボックスおよびロッカー等

の設備や、パソコン、コピー機、印刷機やプロジェクター等を備品

として揃え、より利用しやすい環境を整備します。 
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 Ⅱ 必要な人に支援が届く仕組みづくり                    
 

１ 権利擁護事業                                          【市社協補助金・利用料等】 

あんしんセンター業務

（日常生活自立支援事

業） 

日常的な金銭や財産関係書類の管理に不安がある高齢者や障害

のある方を対象に、生活や金銭管理等の相談に応じ、契約に基づき

サービスの提供を行います。 

区役所や区内の地域包括支援センター等と連携しながら、権利擁

護や成年後見制度等の周知や円滑な利用促進を目的として、関係

会議に出席するとともに研修会等を実施します。 

市民後見人養成事業 

市あんしんセンターとともに市民後見人の活動を支援します。ま

た、サポートネットや権利擁護支援ネットワークの区協議会等に

参画し、成年後見制度の利用促進に努めます。 

 
 

２ 生活支援事業  
（１）生活福祉資金                                【県社協受託金】 

生活福祉資金貸付事業 

生活福祉資金（福祉資金・教育支援資金・不動産担保型生活資金・

緊急小口資金）の貸付と償還事務を行います。 

※コロナ特例貸付は償還事務のみ実施 

貸付・償還にあたっては、民生委員をはじめ、区役所の関係所管

課と連携を図り、適切に事務を遂行します。 

 

（２）見舞金・援護費                                                    【共同募金配分金】 

災害見舞金 
火災、風水害等の災害により住家に被害を受けた罹災世帯に見舞

金を支給します。 

緊急援護事業 区役所と協働で、行旅人への交通費等を補助します。 

 
（３）食料支援等                                                 【共同募金配分金】 

食料支援事業 

食の支援が必要な方々に対して、区役所や食支援関係団体等と連

携して、食料品の支援を行います。また食支援を通じて 生活課題

を把握し、必要に応じて関係機関につなぎます。 

フードドライブの実施 

地域の方々や障害者作業所、地域ケアプラザとの協働による「フ

ードドライブ」を進めるとともに、取組の拡充について地域ケアプ

ラザ等関係機関と検討します。 

 

 

３ 障害児者の支援 
（１）移動情報センター事業                       【市社協受託金・市補助金】 

移動情報センター事業 

区内在住の障害児者を主な対象として、通学・通所等移動に関す

る相談に応じ、移動の制度についての情報提供や移動支援に関す

る事業所との適切なコーディネートを行います。 

・相談窓口の運営 ・推進会議の開催   

・広報啓発活動  ・区内団体のネットワークづくり 

・移動支援に関わる人材育成 ・ニーズ集約 等 
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ガイドボランティア 

事務取扱 

障害のある方の外出付き添いボランティア活動を支援する「横

浜市ガイドボランティア事業」の事務取扱を行います。 

 
（２）障害団体等の支援・連携                                          【共同募金配分金等】 

鶴っこ部会への協力 

障害児者に対する理解・協力が深められるよう、鶴っこ部会（鶴

見区内の地域作業所等が参画する連絡会）が行う、手作り製品の販

売支援を行います。 

事務局の一員として、障害者週間キャンペーン等、啓発事業やイ

ベントの取組方についても検討に参加します。 

地域自立支援協議会への

参加 

障害者支援のさらなる充実を目的として、区内の地域作業所、地

域ケアプラザ、支援学校等で構成されている自立支援協議会に参

加し、課題共有を進めます。 

障害当事者団体等の支援 

区内の障害児者支援の一環として、当事者団体等が自主的に実施

する事業への協力、共催等を行います。 

当事者団体や地域団体と連携し、障害のある方の「二十歳を祝う

会」を開催します。 

 

 

４ こども・子育て支援                                        【共同募金配分金等】 

関係会議への参加 
鶴見区子育てネットワーク会議等、子育て支援に関わる 団体等

の会議や連絡会に参画します。 

子どもの居場所支援 

子ども食堂や学習支援 等「子どもの居場所」に関わる活動の支援

を行います。 

団体間の連携強化・情報交換の場として子どもの居場所連絡会を

開催する等、ネットワークづくりに取り組みます。 

 

 

 

 Ⅲ 区社協の運営強化等                           

 

１ 法人運営 
 （１）理事会・評議員会等                        【会費・市社協補助金等】 

理事会・評議員会等 
本会事業の執行・議決機関である理事会・評議員会を開催します。

また、必要に応じて評議員選任解任委員会を開催します。 

監事監査 
本会事業が適正に運営されていることを確認するため、会員より

選出された監事による監査を実施します。 

 

 （２）部会・分科会                                 【会費等】 

部会、分科会、委員会等 

本会が行う各種事業の実施体制の強化と会員の参画を目的とし

て、部会・分科会・委員会等を開催します。 

会員団体のご要望に基づき、必要に応じて研修等を実施します。 
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 （３）その他法人運営                         【会費・市社協補助金等】 

事業計画、事業報告 

予算、決算、出納 

市・区域の地域福祉保健計画等に基づき年度ごとに事業計画・報

告書を作成し、進捗状況を確認します。 

また、適切な予算の管理と執行を行います。 

法人登記、定款・諸規程管

理 

法人の信頼性の基盤となる登記及び各種根拠規程を整備し、適切

な事業執行を行います。 

コンプライアンスの 取

組強化、職員育成 等 

地域の信頼をより高められるよう環境整備を進めるとともに、適

正な業務遂行に向けて職員会議等でコンプライアンスの確認を行

います。 

個人情報保護 
本会の保有する個人情報の保護に関する規程に則り、適切な対応

を行います。 

苦情解決対応 

日頃の窓口対応やホームページ等を活用して区民の声を受け止

めやすい環境を整えると共に、苦情やご意見を真摯に受け止め、サ

ービスの質の向上に努めます。 

情報公開 
本会の保有する情報の公開に関する規程に則り、適切な対応を行

います。 

共催名義等 
福祉の向上に寄与すると認められる行事に対し共催又は後援の

名義使用を認め協力します。 

 

２ 広報啓発事業                                        【市社協補助金・共同募金配分金等】 

広報紙の作成・発行 
区社協ＰＲや事業周知、福祉啓発のため、機関紙「鶴見区社協だ

より」を年２回発行します。（タウンニュースに掲載） 

ホームページの運営 
ホームページ（https://www.yturumi-shakyo.jp）を活用し、本会の

活動等についてわかりやすくタイムリーに発信します。 

社会福祉大会（社会福祉

功労者表彰） 

長年にわたり鶴見区内において社会福祉活動に貢献された個人・

団体の方々に対して、その功績を称え、表彰を行います。 

 

３ 鶴見区地域福祉保健計画（鶴見・あいねっと）の推進          【共同募金配分金等】 

鶴見区地域福祉保健計画

（鶴見・あいねっと）の推

進 

「鶴見区地域福祉保健計画 鶴見・あいねっと」について、第４

期区計画を鶴見区役所や地域ケアプラザ等との連携により推進す

るとともに、地区別計画の取組を支援します。 

また、第５期区計画（Ｒ８～12 ）の策定に向けて区と連携しな

がら策定作業を進めていきます。 

区との共催による「鶴見・あいねっと推進フォーラム」を開催し、

地域福祉保健計画の啓発や区・地区別計画の取組状況等を発信し

ます。 

  

４ 団体事務                            【各種団体会計による】 

団体事務 

下記の福祉関係団体の事務局を担います。 

・共同募金会鶴見区支会  

・日赤鶴見区地区委員会 

・鶴見保護司会      

・鶴見区更生保護女性会 

・鶴見区更生保護協会  

・鶴見区遺族会 
 



 事業活動
収入計(1)

 事業活動
支出計(2)

 事業活動
資金収支差
額(3)=(1)-

(2)

 施設整備
等収入計

(4)

 施設整備
等支出計

(5)

 施設整備
等資金収支

差額
(6)=(4)-

(5)

 その他の
活動収入計

(7)

 その他の
活動支出計

(8)

 その他の
活動資金収

支差額
(9)=(7)-

(8)

法人運営 18,153 15,890 2,263 0 1,000 △ 1,000 317 4,991 △ 4,674 14,589 △ 18,000 18,000 0 36,470 36,470

 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ
事業

107 165 △ 58 0 0 0 41 0 41 0 △ 17 17 0 165 165

 地区社協活動
支援事業

900 5,400 △ 4,500 0 0 0 4,500 0 4,500 0 0 0 0 5,400 5,400

 福祉保健活動
拠点運営

17,072 16,872 200 0 200 △ 200 0 0 0 0 0 0 0 17,072 17,072

 共同募金配分
事業

11,170 19,913 △ 8,743 220 306 △ 86 86 0 86 3,357 △ 12,100 12,100 0 23,576 23,576

 善意銀行運営 37,002 10,000 27,002 0 0 0 20,000 48,377 △ 28,377 17,542 △ 18,917 18,917 0 75,919 75,919

 移動情報セン
ター事業

11,289 11,139 150 0 150 △ 150 0 0 0 0 0 0 0 11,289 11,289

 権利擁護事業 981 701 280 0 280 △ 280 0 0 0 0 0 0 0 981 981

 地域福祉推進
事業

282 8,282 △ 8,000 0 0 0 10,000 0 10,000 2,000 0 0 0 10,282 10,282

 ふれあい助成
金配分事業

3,728 7,150 △ 3,422 0 0 0 3,422 0 3,422 0 0 0 0 7,150 7,150

 福祉基金 80 0 80 0 0 0 0 80 △ 80 0 0 0 0 80 80

合 計 100,764 95,512 5,252 220 1,936 △ 1,716 38,366 53,448 △ 15,082 37,488 △ 49,034 49,034 0 188,384 188,384

 予備費支
出(10)

 当期資金
収支差額合

計
(11)=(3)+(
6)+(9)-
(10)

 前期末支
払資金残高

(12)

 当期末支
払資金残高
(11)+(12)

 収入合計
(1)+(4)+(7

)+(12)

 支出合計
(2)+(5)+(8

)+(10)

 資金収支予算総括表

 （自）令和6年04月01日 （至）令和6年04月14日

 法人：社会福祉法人 横浜市鶴見区社会福祉協議会

 事業：社会福祉事業

 拠点：法人運営及び区社協実施事業

サービス区分

 事業活動による収支  施設整備等による収支  その他の活動による収支






































